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 国際ロータリー 第 2780地区 第９グループ 

湯河原ロータリークラブ 週 報 
 

 
202３年３月１０日（金） 第２９１２回例会 形式：対面 天候：晴れ 

合唱：それでこそロータリー 
 

会 長 青木 義美  幹 事 室伏 学 

事務所：神奈川県足柄下郡湯河原町宮上 566 湯河原温泉観光協会 

TEL 0465(64)1234  FAX 0465(63)1716 例会場：ニューウェルシティ湯河原 例会日：毎週金曜日 12:30～13:30 

 

今日は最近の子供と親という内容

でお話しさせて頂きます。 

過日伊藤さんにはちょっとお話しさ

せて頂きましたが先月１８，１９日の１泊

２日で熱海の小学生３０人を連れて白

樺湖スキー場でスキーボード教室を開催させて頂きました。

静岡ＹＭＣＡのイベントで長く私が担当しているイベントです。

１日目の夕方から白樺湖では珍しい雨で、翌日は子供たちは

ビショビショになりながらもうれしそうに滑っていました。１９時

無事に熱海へ戻りましたが、帰宅するやいなやあるお母さん

から私の携帯に電話がかかってきました。内容は３年生の息

子が同室の６年生にいじめられ泣いて帰ってきたとの事でし

た。怪我やあざはありますか、と聞いたら別にないとの事なの

で調査後後で報告させて頂きますと伝え電話を切りました。

翌朝また電話があり納得いかないので今日学校へ行って来ま

すとの事でした。子供同士の事なので我々があまり介入出来

ないので学校側から依頼でもあれば同行させて頂きますとの

結論で１回電話を切りました。随行のメンバーに当日の状況を

確認したら確かに喧嘩もどきはあったがどっちもどっちという

感じだったので注意のみで収めたとの報告でした。早速その

晩そのお母さんから電話が再度あり先生立ち合いで両者の

事情を聴いたところやはりうちのメンバーが言った通りいじめ

られた３年生にも問題があると先生からおしかりを受けたとの

謝罪の電話でした。親が子供の話を一方的に聞いてクレーム

をつけてきたという状況でその親も反省したようでした。更に

驚いたのは全員に書かせた感想文にもその３年生がいじめた

子供の名前まで書いてあった事です。かなり自己主張の強い

子供でしたが基本的には親の姿勢ではないのでしょうか？そ

んな１事件でした。 

 

幹事報告 無し 

 

連絡事項 無し 

 

スマイルボックス 

会員誕生日 吉村行正君（３／７） 

会員誕生日 石川浩子君（３／１０） 

会員誕生日 平間章弘君（３／１５） 

結婚記念日 石川 博君（３／１２） 

安江仁孝君 

先日２４日のお祝い会、多くの皆様にお越しいただきありがと

うございました。妻も一生の記念となりましたと喜んでおります。

会を企画してくださった青木会長、室伏幹事、石川親睦委員

長には改めて御礼申し上げます。がんばります。 

３．１１東日本大震災の復興を祈念して全員でスマイル。 

 

出席報告 

ゲスト ０名 ビジター ０名 

会員 ２３名 欠席５名（免除者２名） 

出席率 ８５．７１％ 

前回の修正出席率 ８５．００％ 

前々回の修正出席率 ９０．４８％ 

事前メークアップ ０名 

 

 

 

 

 

 

  

会長挨拶 
 

青木 義美 
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卓 話  髙杉 尚男 君 

昨今の政策に関するトピック 3題 

 

皆様こんにちは。今回は昨今の政策に関する３つのトピック

（令和５年度税制改正（案）のポイント、こども家庭庁発足につ

いて、防衛費増額とその使途）についてお話しいたします。 

 

1．令和５年度税制改正について 

 令和４年１２月２３日、令和５年度税制改正の大綱の概要が

閣議決定されました。 

Ⅰ．令和５年度税制改正 

＜個人所得課税＞ 

・NISA精度の抜本的拡充・恒久化 

・スタートアップへの再投資に係る非課税措置の創設 

・極めて高い水準の所得に対する負担の正統化 

・特定非常災害に係る損失の繰越控除の見直し 

＜資産課税＞ 

・資産移転の時期の選択により中立的な税制の構築等 

＜法人課税＞ 

・研究開発税制の見直し 

・企業による先導的人材投資に係る税制投資 

・オープンイノベーション促進税制の見直し 

＜消費課税＞ 

・適格請求書等保存方式の円滑な実施に向けた所要の措置 

・承認酒類製造者に対する酒税の税率の特例措置の創設 

・車体課税 

＜国際課税＞ 

・グローバル・ミニマム課税への対応 

＜納税環境整備＞ 

・電子帳簿等保存制度の見直し 

・課税・徴収関係の整備・適正化 

・ふるさと納税における前指定対象期間に係る基準不適合等

への対応 

＜関税＞ 

・暫定税率等の適用期限の延長等 

・急増する輸入貨物への対応 

Ⅱ．防衛力強化に係る財源確保のための税制措置 

 防衛力の抜本的な強化を行うに当たり、歳出・歳入両面か

ら安定的な財源を確保します。具体的には法人税、所得税、た

ばこ税について、令和６年以降の適切な時期に税制措置を講

じます。 

詳しくは配付資料をご確認ください。 

 

２．こども家庭庁発足について 

 複雑化する子どもの社会課題の解決に向けて、司令塔とな

る新たな省庁（こども家庭庁）が２０２３年４月に発足します。庁

発足により子ども政策の司令塔機能の一本化がなされ、年齢

や制度の壁を克服した包括的支援に期待が高まります。 

 こども家庭庁には、これまで子ども政策を担ってきた省庁と

異なる、大きな特徴があります。 

１．「こども」の名を冠した初めての省庁 

  常に子どもの利益を最優先に考え、全ての子どもの権利を

保障する「こどもまんなか社会」を目指す。 

２．内閣総理大臣直属となる内閣府の外局（内閣の統轄する

府、省に直属はするが、内部部局の外にあり、特殊な事項、独

立性の高い事項を行う機関）に設置される独立した機関 

 内閣府の外局として、子ども政策担当の内閣府特命担当大

臣が置かれ、各省庁などに子ども政策の改善を求める「勧告

権」などを行使することができる。 

 こども家庭庁は１官房２局で構成され、国立の児童自立支

援施設も合わせた 430人体制で運用されます。全体を取りま

とめる「長官官房」では少子化対策や子ども政策の基本方針

の策定、情報発信などを担い、「こども成育局」では、妊娠・出

産支援や未就園児への対策などを担当、「こども支援局」では、

児童虐待防止の強化や貧困対策、障害児支援などを行いま

す。こども家庭庁の発足による社会のメリットについて現時点

ではイメージしづらいことは事実でありますが、子ども、子育て

当事者にとっては大きな前進と言えましょう。 

3．防衛費増額とその使途 

 昨今の国際情勢の緊迫化もあり、防衛費は過去最大の6兆

８０００億円余りとなりました。その使途について、防衛省が防

衛力を強化するために重視する７つの分野を挙げ、それぞれ

必要な経費を積み上げたとしています。７つの分野については

下記の通りです。 

１．スタンド・オフ防衛能力 2．統合防空ミサイル防衛能力 

3．無人アセット防衛能力 ４．領域横断作戦能力 

５．指揮統制・情報関連機能 6．機動展開能力・国民保護 

7．持続性・強じん性 

 そのほか今年度より、公共事業に使われる「建設国債」の対

象を自衛隊施設の整備費や艦船、潜水艦に拡大しました。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

（文・編集：丸塚順子（３月会報担当）／クラブ会報委員会） 


